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　米国ニューヨーク大学クーラン研究所のD. KrishnanとR. Fergusは、紫外・赤外フラッシュ撮影によ
る新しいカラー画像生成手法を発表した。この手法は、紫外・赤外フラッシュを用いて撮影した画像と、
環境光で撮影した画像を組み合わせて画像補正を行うことで、暗い場所でも短時間露光で高画質カラー画
像を得られる仕組みである。高感度な受光素子を用いずに、実質的に撮影時の露光時間を長くするのと同
等の効果が得られ、市販デジタルカメラの高画質化への利用が期待される。また、暗い場所での撮影に適
し、紫外・赤外フラッシュは人には知覚されにくいことから、監視用暗視カメラのカラー化も可能になる。
　2009 年 8 月に米国ニュー ヨーク大学クーラン研究所
の D. Krishnanと R. Fergus は、紫外・赤外フラッシ
ュ撮影による新しいカラー画像生成手法を発表した 1）。
暗い場所で撮影する場合、通常は露光時間を長くする
必要があるが、この手法で撮影すると露光時間が
1/30 秒でも、通常の1～ 8 秒に相当する画質のカラー
画像が得られる。そのため、被写体の運動やカメラの
手ぶれの影響を受けにくい。また、可視光帯域のフラ
ッシュを使用しないため、環境光を反射した被写体の
色が反映され、フラッシュの分光特性の影響を受けな
いカラー画像が得られる。
　図表に新しい方法による撮影と画像補正の概略を示
す。まず、紫外・赤外フラッシュによる撮影で、紫外・
赤外帯域の高輝度で鮮明な画像データを得る。次に、
環境光のみで撮影して、青・緑・赤の可視光帯域の画
像データを得る。環境光の照度が不十分な場合は、
受光素子の感度不足でノイズの多い不鮮明な画像デー
タとなる。そこで、紫外・赤外画像で被写体の輪郭に
相当する空間周波数の高い成分と、可視光帯域の画像
で空間周波数の低い成分を組み合わせて画像を補正す
る。さらに、紫外帯域の画像と青帯域の画像、赤外
帯域画像と赤帯域画像の相関の高さを考慮した補正を
行う。具体的には、紫外・青・緑・赤・赤外の画像と
微分画像で評価関数を定義し、最適化問題を解くこと
で補正画像を求める。結果として、露光時間が短くて
も長時間露光と同等の高画質画像を生成できる。
　一般的に、短時間露光で高画質画像を得るために
は、高感度受光素子やノイズを低減するため、受光素
子を冷却する機構が使われている。しかし、新しい手
法では、このような特別な素子や冷却機能を必要とし
ない。また、試作した撮影装置では、2 回の撮影が必
要になるが、紫外・赤外フラッシュとシャッター制御を
連動させれば、見かけ上は 1 回で撮影することができ
る。市販デジタルカメラの高画質化への利用が期待さ
れるほか、暗い場所でも知覚されにくい紫外・赤外フ
ラッシュを用いることから、監視用暗視カメラのカラー
化も可能になる。なお、フラッシュは紫外線を含むが、
照射時間が短いため、人体への影響は無視できる。
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図表　 紫外・赤外フラッシュを用いた撮影と画像補正
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